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 日記を書くということは、自分の生活を振り返る、とてもよい機会になります。そこで、

運動集会や学習発表会などの学校行事の後や年末年始や節分といった年中行事や季節の変

わり目に、子供たちに日記を書くよう勧めています。その日記を読むと、素直に感じたり

思ったりしたことが、すてきな言葉で綴られています。 

近ごろは、日が短く、寒くて雪が降る日も多いせいか、家族と過ごしたことがよく書か

れています。なかには、家族と触れ合った、心温まるエピソードが書かれていることもあ

ります。そんな時は、読んでいる私の顔も、自然に笑顔になります。そんな心温まる日記

を紹介します。 

 

 Ｙさんの日記です。 

 今日、じいちゃんといっしょに、新聞にのっていた「からだポカポカやさいスープ」を

作りました。ざいりょうの野さいは、にんじんと白さいと大こんと長ねぎとさつまいもと

玉ねぎです。そのほかに、コンソメとカレーこ、ベーコンです。 

 野さいは、わたしが切りました。さつまいもやにんじんはかたかったけれど、妹が食べ

られるように小さく切りました。野さいをいためるのは、じいちゃんでした。でき上がっ

てあじみをしたら、とてもおいしかったです。 

 お昼ごはんの時に、家族に食べてもらったら、「おいしい」と言ってくれたので、とても

うれしかったです。これからも、いろいろなりょう理を作ってみたいです。 

 Ｙさんは、家族でハンバーガーを作ったり、豆まきをしたりといった、団らんの様子を

よく書いてきます。いつも雪かきをしたり、柿を取ったりと、すてきな体験を一緒にでき

るので、おじいちゃんは、よく出てきます。感心させられるのは、そんなおじいちゃんと

体を通して仕事をし、生活力や心のやさしさを学んできているところだと思います。 

 

 Ｙさんの他にも、大雪が降って一緒に雪かきをした後、滑り台を作ってもらって遊んだ

とか、ワッフルを家族と作ったとか、日記に書いてくる子供たち。日記だけではもの足り

ないのか、私の机の周りに来て、次々と家族との楽しかった話をしていきます。週末にな

って、「タブレットの宿題出たから、お父さんに頼んで、落ち葉を探しに行こうかな」と、

話していく R さん。お父さんをとても頼りにしているのでしょう。話が盛り上がった時に

は、聞いてもらう順番を待てないとばかりに、あちらこちらから話し出す始末です。  

 こんなふうに、自分の家族と一緒にすてきな時間を過ごすことができたと話せる子供た

ちは、幸せ者だなと思います。家族って、いいもんだなあと、感じさせられます。  

 どうぞ、これからも、子供たちのために、生きる力が付く、生活体験をどんどんさせて

あげてください。「ゲーム三昧」、「勉強、やれやれ」では、子供に生きる力は付きません。 

共に汗をかく、おいしい料理を作る、車の掃除をするなど、どんどん仕事をさせ、たくま

しい大人に育っていくよう、応援してあげてください。  

 



 

 

 １月２０日。大雪の後の快晴の日。前日に続い

て、子供たちは、そり遊びに歓声を上げて、スキ

ー山から何度も滑りました。  

 初めは、足の使い方が上手くできなくて、雪の

中にズボッとはまったり、そりごとひっくり返っ

たりしました。それでも、楽しくてたまらなかっ

たのでしょう。何度も何度も滑るうちに、足を使

って、コントロールできるようになりました。  

 途中からは、大きなそりに何人も乗って、滑り

ました。こぶのところでは、ジャンプして跳んで滑りました。ドンという音とともに、「キ

ャー」「いたあ」などと叫びながら、楽しみました。  

 終わりの方では、体を寝かせて勢いを付けて滑るなど、大いに満足しました。  

 

 

 

 生活科では、子供たちが思い思いのしこ名を付けた

力士を引っさげて、とんとん相撲に挑みました 

 開幕前の話合いでは、対戦は、１回だけ行うのか、

３回行って２勝した方が勝ちにするかが、問題になり

ました。SＴさんは、「１回だともめないから、１回が

いい」、SＯさんは、「テレビの相撲は、１回しかやっ

ていない」などと、主張しました。一方、ＨＡさんは、

「１回でもめたことがある。３回がいい」と、主張し

ました。結局、３回対戦することに落ち着きました。  

 また、力士は、1 体だけにするのか、作った 3 体を自由に使っていいのかで話合いまし

た。ＨＩさんは、しこ名は、１体に付いたものであり、

その力士の勝ち負けの結果で、番付が決まるのではと

いった内容の話をし、１体のみで行うことが決まりま

した。 

 ２月に入り、春場所が始まりました。トントン叩く

強さを工夫するＴさん。よく似た力士の微妙な強さの

違いを見極め対戦に挑む S さん。体の大きな力士、小

さな力士で、それぞれ臨む子供たち。横綱を目指して、

子供たちの熱戦が繰り広げられています。  

 

 卒業を祝う会で、２年生は「フラフープで、『メイク 

ユー ハッピィー』」でお祝いの気持ちを表します。そ

のため、毎朝、A さんや Y さんがみんなの前に出て、

ダンスをリードしています。R さんも、のりのりで激

しいダンスをするなど、朝から元気いっぱいの子供た

ちです。 


